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秋の 宵であった。 どこかで 題目 太鼓の 音が きこえる。 

この場合、 月並の 鳴 物 だと は 思いながら も、 じっと 耳 

をす まして 聴いて いると、 やはり 一種の さびし さ を 誘 

い 出された。 

「七 偏人が 百 物語 をした の は、 こんな 晚 でしよう ね」 

と、 わたし は 云い 出した。 

「そうでし ようよ」 と、 半 七 老人 は 笑って いた。 「あれ 

は 勿論つ くり 話です けれど、 百 物語なん ていう もの は、 

昔 はほんとう にやった もんです よ。 なにしろ 江戸時代 



-っ らてん まちよう 

赤 坂 裏 伝馬 町の 常 磐 律の 女 師匠 文字 春が 堀の 内の 御 

祖師 様へ 参詣に 行って、 くたびれ 足 を 引き摺って 四 谷 

の 大木 戸まで 帰りつ いたの は、 弘化四 年 六月な かばの 

夕方であった。 赤 坂から 堀の 内へ 通う に は 別に 近道が 

ないでも なかった が、 女 一人で あるから なるべく 繁華 

しがら き 

な 本街道 を 選んだ のと、 真夏の 暑い 日 ざ かり を 信 楽の 

店で 少し 休んで いたのと で、 女の 足で ようよう 江戸へ 

はいった の は、 もう 夕 六ッ半 (七 時) をす ぎた 頃で、 

さすがに 長い この頃の 日 もす つかり 暮れ 切って しま つ 

た。 

甲 州 街道の 砂 を 浴びて、 気味の わるい 襟元の 汗 を ふ 



きながら、 文字 春 は 四 谷の 大通り を まっすぐに 急いで 

くる 途中で、 彼女 は 自分の あとに 付いて くる 十六 七の 

娘 を 見 かえった。 

I 姐さん。 おまえさん 何処へ 行く の」 

この 娘 は、 さっきから 文字 春の あとに なり 先にな つ 

て、 影の ように 付き まとって 来る のであった。 うす 暗 

みちばた 

がりで よく は 判らない が、 路傍の 店の 灯で ちらりと 見 

たと ころ は、 色の 蒼白い、 瘠せ 形の 娘で、 髪 は 島 田に 

結って、 白地に 撫子 を 染め出した 中形の 浴衣 を 着て 

いた。 

唯 それだけなら 別に 仔細 もない ので あるが、 彼女 は 



とかくに 文字 春の そば を 離れないで、 あたかも 道連れ 

であるか のように こすり 付いて 歩いて くる。 それが う 

る さく もあった が、 おそらく 若い 娘の 心寂しい ので、 

ただ 何が なしに 人の あと を 追つ て 来る ので あろうと 

思って、 初めは 格別に 気に も 止めなかった が、 あま リ 

しっこく 付き まとって 来る ので、 文字 春 もしまい に は 

忌な 心 持に な つ た。 なんだか 薄気味悪 くもな つ て 来た。 

か ぼ そ 

しかし 相手 は孱 細い 娘で ある。 まさかに 物取り や 

きんち や つ- き 

巾着切り でも あるまい。 文字 春 は 今年 二十 六で、 女と 

して は 大柄の 方であった。 万一 相手の 娘が よくない 者 

で、 だしぬけに 何 かの 悪さ を 仕掛けた としても、 やみ 



近いと ころと 云っても、 八 王子から 江戸の 赤 坂まで 

迪 つて 来る の は、 この 時代で は 一 つの 旅で ある。 しか 

も 見たところ では、 この 娘 はなん の 旅支度 もして いな 

い。 笠 もな く、 手荷物 もな く、 草鞋す らも 穿いて いな 

すそ 

い。 彼女 は 浴衣の 裳 さえ も 引き揚げないで、 麻裏の 草 

履 を 穿いて いるら しかった。 若い 女が こんな 悠長ら し 

い 姿で 八 王子から 江戸へ 来る II それが どうも 文字 春 

の腑に 落ちな か つた。 しかし 一 旦 こうして 詞を かけ 

た 以上、 こっち も 逃げ出す わけに も ゆかず、 先方で も 

いよいよ 付き まとって 離れまい と 思った ので、 彼女 は 

よん どころ なく S 胸 を 据えて、 この 怪しい 道連れの 娘 



た 幽霊 を 思い出して、 いよいよ 薄気味悪く なって 来た。 

いくら 賑やかな 町な かで も、 こんな 女と 連れ立って あ 

るく の は、 どう 考えても いい 心 持ではなかった。 

四 谷の 大通り を 行き 尽 すと、 どうしても 暗い 寂しい 

御堀 端 を 通らなければ ならない。 文字 春 は 云い 知れな 

い 不安に 襲われながら、 明るい 両側の 灯 をう しろに 見 

て、 御堀 端 を 右に 切れる と、 娘 はや はり 俯向いて 彼女 

について 来た。 松 平 佐 渡 守の 屋敷 前 を ゆき 過ぎて、 si 

の 馬場まで 来 かかった 時に、 娘の すがた は 暗い 中に 

ふっと 消えて しまった。 おどろいて 左右 を 見 まわした 

が、 どこに も 見えない。 呼んで みたが 返事 もない。 文 



しょう」 

「そうさ。 友達のと ころへ 行って、 将棋 を さしていて 

遅くな つち まった のさ。 師匠 は 一体 どっちの 方角へ 行 

くんだ。 〔# 「。」 は ママ〕」 

「あたし も 家へ 帰る の。 後生 だから 一緒に 行って くだ 

さいな」 

兼吉 はもう 五十ば かりで あるが、 男で も あり、 職人 

くっきょう 

でも あり、 こういう 時の 道連れに は屈竟 だと 思われ 

たので、 文字 春 は ほっとして 一緒に あるき だした。 そ 

れ でも 馬場の 前 を 通りぬ ける 時には 襟元から 水 を 浴び 

せられる ように 身 を ちぢめながら 歩いた。 さっきから 



は 初めて ほんとうに 自分の 魂 を 取り戻し たような 心 持 

になった。 彼女 は 自分 を 送って 来て くれた 礼 心に、 兼 

吉を 内へ 呼び込んで、 茶で も 一 杯 のんで 行けと 勤めた。 

こおんな 

彼女 は 小 女と 二人 暮し であるので、 すぐ その 小 女 を 使 

に 出して、 近所へ 菓子 を 買いに やりな どした。 兼吉も 

うちわ 

ことわり 兼ねて あがり 込む と、 文字 春 は 団扇 をす すめ 

ながら 云った。 

「ほんとうに 今夜 は おかげさまで 助かりました。 信心 

あて 

まいり も 的 にゃあ ならない。 あたし は 余つ ぼ ど 罪が 深 

いのかしら。 それにしても 気になって ならな いのは… 

;。 あの 娘が 律の 国屋 へたず ねて 行く というの は、 一 



しいじゃありません か」 

「むむ。 おかしい。 その 娘の 名 はお 安と いうんだろう 

と 思う。 八 王子の 方で 死んだ 害 だ」 

文字 春 はいよ いよ 〔# 「いよいよ」 は 底本で は 「よいよ 

い 匕 身 を 固く して、 ひと 膝の り 出した。 

「そうです、 そうです よ。 八 王子の 方から 来たと 云つ 

てい ましたよ。 じゃあ、 あの 娘 は 八 王子の 方で 死んだ 

んです 力」 

「なんでも 井戸へ 身 を 投げて 死んだ という 噂 だが、 遠 

いところ の 事 だから 確かに は 判らね え。 身 を 投げた か 

首 をく くった か、 どっちに しても 変死に は 違げ えね え 



てきて、 本家の 津 の国屋 はとうに 潰れて しまったが、 

こっち はいよ いよ 繁昌になる ばかりで、 二 代 目 三代 目 

と 続いて 来た。 ところが、 今度の 主人 夫婦に なって か 

ら 子供が 出来ね え。 主人 はもう 三十 を 越した もんだ か 

ら、 早く 貰い 子で もせ ざ あなる めえ というので、 八 王 

子に いる 遠縁の ものから お 安と いう 娘 を 貰って、 まあ 

可愛がって 育てて いたんだ。 すると、 そのお 安が 十 歳 

になった 時に、 今まで 子種が ねえと 諦めて いたお かみ 

さんの 腹が 大きくな つて、 女の子が 生まれた。 それが 

もら こ きょ-つ だい 

お 清と いう 娘で、 貰い 娘のお 安と 姉妹の ように 育て 

ていたが、 そうなる と 人情で 生みの 子が 可愛い、 貰い 



女 はお 雪と 向い合う のがなん だか 薄気味悪かった。 稽 

古が 済む と、 お雪 はこん な こと を 云い 出した。 

「お 師匠さん、 ゆうべ は 変な ことがあつ たんです よ」 

文字 春 は 胸 をお どらせ た。 

「かれこれ 五ッ半 (午後 九 時) 頃でした ろう」 と、 お 

雪 は 話した。 「あたしが 店の 前の 縁台に 腰 を かけて 涼 

んで いると、 白地の 浴衣 を 着た …… 丁度 あたしと 同い 

年く らいの 娘が 家の 前に 立って、 なんだか 仔細 あり そ 

うに 家の 中 を いつまでも 覼 いてい るんで す。 どうもお 

かしな 人 だと 思って いると、 店の 長 太郎も 気がついて、 

なに か 御用です かと 声をかけ ると、 その 娘 は 黙って す 



ゆかない ので、 進まない ながら も 其の 日の 午す ぎに、 

もなか ぉリ 

近所で 買った 最中の 折 を 持って、 律の 国屋へ 見舞に 

行った。 津の 国屋の 女房お 藤 はや はり 横にな つていた 

が 、 けさ にくらべ ると 足 の 痛み は 余 ほど 薄ら いだとの 

ことであった。 

「お 稽古で ぉ忙 がしい 処を わざ わざ ありが と う) J ざ い 

ました 〔# 「ございました」 は 底本で は 「ごさいました 匕- 

どうも 思い も よらない 災難で 飛んだ 目に 逢いました」 

と、 お 藤 は 眉 をし かめながら 云った。 「なに、 二階の 物 

干へ 洗濯物 を 取込みに 上がつ たんです。 いつも 女中が 

す るんで すけれ ど、 その 女中が 怪我 をし ましてね。 井 



ら なかった。 何分に も 足の 痛み どころ であるから、 そ 

れを 悪く こじら せて 打ち身の ようにな つ て も 困る とい 

うまみち ほねつぎ 

う 心配から、 そのころ 浅 草の 馬 道に 有名な 接骨の 医者 

が あると いうので、 赤 坂から 馬 道まで 駕籠に 乗って 毎 

日 通う ことにした。 

七月の 初め、 むかしの 暦で いえば もう 秋で あるが、 

残暑 は なかなか 強いのと、 その 医者 は 非常に 繁昌で、 

少し 遅く 行く と いつまでも 玄関に 待た される おそれが 

あさす ず 

あるのと で、 お 藤 は 努めて 朝 涼のう ちに 家 を 出る こと 

にして いた。 けさ も 明け 六ッ (午前 六 時) を 少しす ぎ 

た 頃に 津の国 屋の店 を 出て、 お 藤 は 待たせて ある 駕籠 



こんな わけで、 文字 春 は津の 国屋の 運命 を 危ぶむ ば 

かりで なく、 自分の 身の上 までが 不安で ならなかった。 

彼女 は 毎日 稽古に 通って くるお 雪 を 見る のさえ 薄 気味 

悪くて、 い つも 其のう しろに はお 安の 亡霊が 影の よう 

に付き まと つ ている ので はない かと 恐れられて ならな 

かった。 そのうちに こんな 噂が 又もや 町内の 女湯から 

伝わった。 

津の 国屋の 女中で お 松と いう、 ことし 二十歳の 女が、 

夜の 四ッ (十 時) 少し 前に 湯屋から 帰って くると、 薄 

暗い 横町から 若い 女が まぼろし のように 現われて、 す 

れ 違いなが らお 松に 声をかけた。 



たが、 どうも 正直な こと を 云いに くいので、 彼女 はわ 

ざと 空と ぼけて いた。 

「へえ。 そんな こと を 誰か 云う ものが あるんで すか。 

まあ、 けしから ない。 どういう わけでしょう かねえ」 

「方々 で そんな こと を 云う もんです から、 お 父つ さん 

や 阿 母さん ももう 知ってい るんで す。 阿 母さん は 忌な 

顔 をして、 あたしの この 足 ももう 癒らない かも 知れな 

いと 云って いるんで すよ」 

「なぜで しょうね」 と、 文字 春 は 胸 を どきつ かせな が 

ら as: 、 ，， こ。 
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「なぜ だか 知りません けれど」 と、 お雪 も 顔 を 曇らせ 



たなぎ よ-つ 

棚 経 を 読んで しまつてから、 彼 は 近 ごろ 御 親類 中に 

御 不幸で も ござった かと 訊いた。 この 矢先に 突然 そん 

な こと を 訊かれて、 津の 国屋の 夫婦 も ぞっとした。 併 

しなんに も 心 当り はない と 答える と、 住職 は 首 を かし 

げて 黙って いた。 その 素振りが なんとなく 仔細 あり そ 

うに も 見えた ので、 夫婦 はだん だん 問いつ める と、 こ 

の 頃 三 夜 ほど 続いて、 律の 国屋の 墓の まえに 若い 女の 

姿が 煙の ように 立って いるの を、 住職 はたし かに 見と 

どけた というの であった。 着物の 色模様 ははつ きりと 

は 判らなかった が、 白地に 撫子 を 染め出して あつたよ 

うに 見えた と、 did 職 はさら に 説明した。 



て 困って いると か 申す ことです が …… 。 わたくし は 青 

山に 居ります 者で、 どこへ か 御 奉公に 出たい と 存じて 

居ります ところへ、 そんなお 噂 をう かがいました もん 

ですから、 わたくしの ような 者で 宜しければ、 その 津 

の国屋 さんで 使って 頂きたい と 存じまして …… 。 けれ 

ども、 桂庵の 手に かかる の は Si 心で ございま すし、 津の 

国屋 さんへ だしぬけに 出ます の も 何だか 変で ございま 

すから、 まことに 御 無理 を 願って 相 済みませんが、 ど 

うかお 師匠さん のお 口添え を 願いたい と 存じまして… 

;」 

「ああ、 そうです か」 



公 をして いるの を 恐れる の も 無理はなかった。 お 角 は 

暇 を とれば、 それで 済む が、 済まな いのは 女房と 番頭 

との 問題で、 万一 それが 本当で あると すれば、 律の 国 

屋が 潰れる ような 大 騒動が 出来， -す るに 相違ない。 死 

てきめん 

霊の 祟りより もこの 祟りの 方が 覿面に 怖く 思われて、 

文字 春 はまた 蒼くな つ た。 

しかし 彼女 はま だ 一 途 にお 角の 話 を 信用す る こと も 

出来ない ので、 そんな こと を 迂濶に 口外して はならぬ 

と、 くれぐれもお 角に 口止め をして 帰した。 

よも やと は 思いながら、 文字 春 も 幾らかの 疑い を 懐 

かない わけに は 行かなかった。 お雪 は 父が 自分から 進 



「おい、 師匠。 もう 起きた かえ」 

師走の 四日の 朝、 もう 五ッ (午前 八 時) を 過ぎた こ 

ろに、 大工の 兼吉が 文字 春の 家の 格子 を あけた。 

「あら、 棟梁。 なん ぼ あたし だって …… 。 もうこのと 

おり、 朝のお 稽古 を 二人 も 片付け たんです よ。 

節季 師走じゃありません か」 

「そんなに 早起き をして いるなら 知つ ている のかえ。 

津の 国屋の 一 件 を …… 」 

「津の 国屋の …… 。 どうし たんです。 何 かあつ たんで 

すか」 と、 文字 春 は 長火鉢の 上へ 首 を 伸ばした。 

「とんでも ねえ ことが 出来て しまって、 ほんとうに 驚 



行った 帰リ途 に、 溜池の 縁へ さしかか つたの はもう 五 

ッ (午後 八 時) を 過ぎた 頃であった。 津 の国屋 といい、 

今夜と いい、 とかくに 忌な ことば かり 続く ので、 文字 

春 もい よいよ 暗い 心 持に なった。 早く 帰る つもりで 

あつたの が 思いの ほかに 時 を 費した ので、 暗い 寂しい 

溜池の ふち を 通る のが 薄 気味が 悪かった。 今日と 違 つ 

かわうそ 

て、 山 王 山の 麓 をめ ぐる 大きい 溜池に は 河 獺が 棲む と 

いう 噂 もあった。 幽霊の 娘と 道連れに なった ことな ど 

を 思い出して、 文字 春 は ぞっとした。 月の ない、 霜ぐ 

かれ あし 

もりとで も 云いそう な 空で、 池の 枯蘆 のなかで は 雁の 

鳴く 声が 寒そう にき こえた。 文字 春 は 両袖 をし つかり 



とかき あわせて、 自分の 下駄の 音に も おびやかされな 

がら、 小股に 急いで 来る と、 暗い 中から K けて 来た 者 

があった。 

避ける 間 もな しに 両方が 突き 当った ので、 文字 春 は 

ぎょっとして 立ちす くむと、 相手 は あわただしく 声 を 

かけた。 

「早く 来て ください。 大変です」 

それ は 若い 女、 しかも 津 の国屋 のお 雪の 声ら しいの 

で、 文字 春 はまた 驚かされた。 

「あの、 お雪さん じゃありません か」 

「あら、 お 師匠さん。 いいと ころへ …… 。 早く 来て く 



引いて、 明るい 灯の 見える 方角へ 一生懸命 にかけ 出し 

た。 

八 

半分 は 夢中で 自分の 家の まえまで K けて 来て、 文字 

春 は 初めて ほっと 息をついた。 よく 見る と、 お雪 も 

真つ 蒼に な つ て、 今にも 再び 倒れそう にも 思われた の 

で、 ともかくも 家の 中へ 連れ込んで、 ありあわせの 薬 

や 水 を 飲ませた。 すこし 落ち着く の を 待って 今夜の 出 

来 事 を 聞きた だすと、 それ は 又 意外の ことであった。 



物の 傷 はみ な 浅手で 命に かかわる ような こと はな か つ 

たが、 池へ ころげ 落ちた 時に、 長 太郎は 運悪く 泥 深い 

ところへ 顔 を 突っ込ん だので、 そのまま 息が 止まって 

しまった。 勇吉は 半死半生の dl であった が、 これ は 手 

当ての 後に 正気に かえった。 

お雪 を 無事に 送りと どけて 貰った ので、 津の 国屋で 

は 文字 春に あつく 礼 を 云った。 しかし 津 の国屋 よりも 

ほかに 礼 を 云っても らいたい 人が あるので、 文字 春 は 

さらに 桐 畑の 常吉の 家へ と 報ら せに 行った。 

「どうせ 一 人 死んだ ことです から、 そちらの 耳へ も 無 

論 はいりましょう が、 なるべく 早い 方が いい かと 思い 



が、 決して 主人と 不義 密通 を 働く ような 人間で はない。 

かれの 死骸 を 土蔵の 中で 発見した 時から、 これ は 自分 

で 首 をく くった ので はない、 誰かが 彼 を 絞め殺して そ 

の 死骸 を 土蔵の 中へ 運び込ん だのに 相違ない と 判断し 

たが、 何分に も 確かな 証拠がない ので、 自分 は よん ど 

ころな しに 今まで 黙って いたので あると、 勇吉は 申し 

立てた。 それにしても、 数 ある 奉公人の 中で どうして 

長太郎 一人 を 下手人と 疑った のかと、 常吉 はか さねて 

詮議す ると、 その 前日の if すぎに 長 太郎が 主人の 娘に 

向って 何 か 冗談 を 云った。 それが あまりに しっこい の 

と 猥りがましい のとで、 帳場に いた 金 兵衛が 聞き 兼ね 



提 寺の 住職と 無宿の 托鉢僧と は 寺社 方の 手に 捕えられ 

た。 これで この 一 件 は 落着 した。 

これまで 書けば、 もう 改めてく わしく 註す るまで も 

あるまい。 池 田屋十 右衛門と 大桝 屋弥平 次と 菩提寺の 

住職と、 この 三人が 共謀して、 かねて 内福の 聞え の あ 

る津の 国屋の 身代 を 横領し ようと 巧んだ のであった。 

津 の 国屋 の 主人 次 郎兵衛 は 貰 い 娘のお 安 をむ) J たらし 

く 追い出して、 とうとう 変死 を させた こと を 内心 ひそ 

かに 侮んで いた。 殊に 惣領 娘のお 清が あたかもお 安と 

同い年で 死んだ ので、 彼 はいよ いよ それ を 気に 病んで、 

おりおりに は 菩提寺の 住職に 向って 懺悔 話 をす る こと 



婿 を 取らなければ ならない。 その 婿に は 池田屋 十右衛 

門の 次男 を 押し付ける という 段取りで、 だんだんに そ 

あきんど 

の 計略 を 進行させる ことにな つた。 しかし 堅気の 商人 

や 寺の 坊主ば かりで は、 万事が 不便で あるので、 かれ 

らは浅 草 下 谷 を， > J ろ 付き ある いてい る 無宿者の 熊吉と 

源 助と を 味方に 抱き込んだ。 

お 安の 幽霊に 化けた の は、 浅 草のお 兼と いう 矢場 女 

で、 見かけ は 十七 八の 初心な 小娘ら しいが、 実はもう 

一 一十 を 二つ も 越して いると いう 莫蓮 者で、 熊吉の 世話 

で これ もこの 一 件の 徒党に 加わった のであった。 熊吉 

と 源 助 は津の 国屋の 近所 を 徘徊して、 絶えず その 様子 
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